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鞠鹸鞠鶴郷が麓鶴鶴鞍罐
この博橋認よ,パ

ートナーシップのまちづくりを進めるため,趣 旨に賛

同して集まった市民と横浜市都市計画局企画調査課でつくつています。
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繊 の協動協分たちで解決しよう!
他に浅間神社,杉 山神社に住吉神社と,神 社だけでも数

え上げれば切りがありません。こうした祭りがまちの活

気の源ともなつています。

このような下町の活気は,地 域外の人に対する開放的

な風土も培つてきました。横浜開港祭や花火大会をはじ

め,大 岡川の桜まつり,鶴 見川にかかる様々な催し,本

牧ジャズ祭など,大 きなイベントも盛んで,周 辺からも

人を呼びこんでいます。
一方;中 心地ゆえの課題もあります。高齢化率が高い

こと。特に西,中 ,南 区は高齢化率が市内トップ3で ,

17%を 超えています。住宅密集地もあり,狭 あい道路が

多いことなど,福 祉や防災面での心酉副ま尽きません。ま

た,み なとみらい21地 区など新しい商業ゾーンが開発

され,新 たな賑わいを生み出している一方,歴 史ある商

店街に対しても学コ性化が望まれています。

こうした課題に対して,昔 から人と人のつながりと,

おおらかに,地 域の問題に自分たちで取り組んでいく前

向きな市民気質を生かして,中 部地域のまちづくり活動

は展開されています。 (三代)

峻  ～ 申期地域のまちブぐり

中部地域ともいえる,鶴 見,神 奈川,西 ,中 ,南 の5

区には,横 浜市の中心市街地として,大 きな商業ゾーン

や企業,官 庁が集中している地区があります。また,開

港に伴つて発展した地域でもあり,ひ そかに
“
自分たち

が住んでいるところこそがヨコハマ
"と

思つている人が

多いようです。       '

下町情緒にあふれ,路 地の車花栽培など,な ごやかな

風情を醸し出している地区も多く,こ れらの地域では,

地域の問題は自分たちで解決しよう,行 政とも協力しな

がら進めていこうという風潮が見られます。

また,地 域の伝統も受け継がれています。田祭りの鶴

見神社,神 奈川区の洲崎大神,西 区の伊勢山皇大神宮,

お馬流しの本牧神社,市 内最大規模の祭りといわれる南

区の日枝神社 (お三の宮),酉 の市の大鷲神社があり,

本牧元町南部町内会館に私たちが行つてまずびつくり

したのは,会 館の目の前にある大きなタブの木でした。

元 ・町内会長で給食サービス 「はまなす」の会の黒柳さ

んは,「 古木は見つめる」と話されていましたが,「 町

内会館前の公道に,は み出して立っているタブの木を処

分して」という苦情があつた時,昭 内会で話し合って残

すことにしたとのこと。確かに通行の邪魔なので,町 内

会館の敷地をセットタヾックして門扉の位置を変え,道路を

拡げ,古木は残したわけです。黒柳さんは,ま ちのムー

ブメントだと言われていました。このようなお話からも

この町内会の様子がうかがえて,ま ずは感心をした私た

ちでした。
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黒柳さんが町内会長になられたのは今から13年 前と

のこと。当時町内会館を建替えたり,規 約を変えたりし

たそうです。その後副会長もやり,現 在は理事をやって

いるとのこと。そのような町内会との関わりの中でボラ

ンティア会 「はまなす」を始められたそうです。

町内会におばあちゃんたちが増えてきたので,町 内会

館で月 2回 ,お しやべり会を始めたのが, 町ままなす」

のはじまり。雑巾さしなどを皆で午前中やつていると,

すぐにお昼になってしまいます。お茶ぐらい入れてお菓

子でも,そ のうち 1時 か 2時 ごろまで居たい人も出てき

て,お 世話している人たちが炊き込み御飯でも食べまし

よう,お つけものもおつゆもという話になってきたわけ

です。それで月 2回 ,軽 い食事会をやるようになってい

ました。ちようど会館の建替え時期と重なつたのです厨

房を充実させ,横 浜市社会福祉協議会のあいあい基金か

ら助成金をもらい,平 成 5年 に町内会館で本格的に週 1

回の給食サービスをはじめることとなつたそうです。

ボランティアのメンバーは地域の様々な立場の人たち

を横つなぎにしたいと白コミで一本釣 りしました。地域

には,消 費生活推進委員や民生委員等たくさんいて,あ

の人があんなことやこんなことやつているという情報で

声をかけていうたとのこと。

ボランティアは38名 いて,研 修会を毎月やつていま

す。汐見台福祉コミュニティー (本誌第 11号 で紹介)や

東戸塚地区センターの給食活動等を見学に行つたり,市

社協の方に来ていただいて学習会をしたりしているそう

です。現在は4班 に分かれて 1週ずつ分担 して活動して

います。

給食サービスだけではなく,第 1週は保健婦さんが来

られて健康のチェック,第 2週 と3週 は手芸や手仕事,

第4週 はイベント的なこと,小 学生とのふれあいや防犯

の話,奇 術や落語等。利用者の方からは 1食 390円 いた

だいています。申し込み制です。

最近 「はまなす」のボランティアが町内会の役員にな

るなど,町 内会と 町ままなす」は一体で活動しています。

黒柳さんのお話が終つたあと,給 食を作られている町

内会館の厨房も見せていただきました。建替えの時に皆

の意見を入れて作つたとのことですので,こ れが町内会

館の設備かしらと思うほど立派なものでした。また,給

食サービスの写真記録もきちんとファイルされていたの

にも感激しました。 (吉田)

湯つくり,湯 うたリデイ銭湯

平成 9年 7月 2日 ,南 区浴場組合の協力のもと, “デイ

銭湯
"1勧

古 「草津湯」がオープンしました。デイ銭湯

は,南 区在住の概ね 65歳以上で体の弱い高齢者を対象に,

まちをみつめる大きなタブの古木

小学生とのふれあいの食事会

給食サービスをしている新しい町内会館



週 1回,営 業前の午前 11時から午後2時 まで開いていま

す。

ボランティアによる血圧測定後,男 女の間仕切りを開

けた広い脱衣所で,カ ラオケやおしやべり,持 参したお

弁当を食べるふれあいタイム。自然と仲間ができていま

す。軽い体操をした後,間 仕切りを戻して,い よいよお

楽しみの入浴タイムです。手すりの付いたお風呂は安全

に入浴できます。入浴後は,く つろぎタイム。みなさん

ゆっくり体んでから帰宅します。

利用者の方からは,「
一人暮らしなので,こ の集まり

が楽しみ」,「 昼間からお風呂に入れるのがうれしい」,

「他に施設はあるが,遠 くて行けない」,「 毎回,皆 で

食べられるようおかずを作つてくるが,喜 んでもらえて

うれしい」,「
一日中話をしないことが多いので,こ こ

に来るのが楽しみ」,「 友だちができて,お 互いの家を

訪ねたりするようになつた」など好評です。

「今後の銭湯は福祉との連携が重要。温浴は病気の予

防にもなる。登録者は約 80名 ,平 均 30人 弱の利用があ

り,喜 んでいただいている。今後も続けていきたいし,

他の区にも広がることを願つています。」と 「草津湯」

のご主人の福田さんは話しています。なお,平 成 10年 6

月には,2号 店 「松美湯」もオープンしました。

デイ銭湯は,体 の弱い高齢者の方にとつて,身 近なま

ちの施設を活かした健康とふれあいの場として,ま すま

す必要とされるのではないでしようか。 9目 田)

■潮田地区つてどんなところ?

鶴見区・潮田地区は臨海部の工場地帯に近い,という立地

から戦前より住宅地として発展してきた下町的で気さくさを

感じさせるまちです。戦後の急激な都市化の波を受け,入 日

密度の高い木造密集住宅地となり,震災,火 災などの災害に

脱衣場の間仕切りをあけて,ふ れあいタイム !

対する心配や日照 ・通風など住環境面での課題も抱えていま

す。最近では職住近接のまちとしての性格を保ちながらも,

都Jじへの通勤に便利な住宅地としての需要もあり,古 くから

の住民と,マ ンションなどに入居した新住民がともに暮らす

まち一という側面も強まつています。

下町の雰囲気に象徴されるまちの魅力と先に述べた住

環境上の問題点とは表裏の関係にあり,地 域コミュニテ

ィを維持しながらいかに 「住みよい,安 心して暮らせる

まち」を目指していくか,が 課題といえます。

■潮田地域ケアプラザと潮田地区

平成 6年 に鶴見区で初のケアプラザとしてオープンし

た潮田地域ケアプラザは,現 在まで地域生活福祉の拠点

として,潮 田地区の地域性を色濃く反映した活動を続け

ています。潮田地区での高齢者(65歳以均 の人口比率は平

成11年3月時点で鶴見区 (136%),横 浜市 (13.0%)を

それぞれ上回る162%。 この地区における生活福祉サービ

スの需要の高さを表す数字です。これは,潮 田地区に住

み続ける住民の多さ (お互いがお互いを支え合う 「隣近

所」のおつきあい 「下町風情」が残つてぃることが主な

理由に挙げられる)を 証明しており,ケ アプラザの活動

もこの地域性を生かした形になつています。

普通,地 域ケアプラザでは,デ イサービスと福祉保健

相談が行われていますが,潮 田地域ケアプラザでは,そ

こを拠点に地域活動 ・交流も活発に行われているところ

が特徴的です。ケアプラザを拠点として活動するボラン

ティアサークル 「鶴の恩返し」は,ま さに生活密着型福

祉の担い手として住民のエーズに応える活動を展開して

います。

「最初はケアプラザのボランテイア講座がきつかけで

始まつた 「鶴の恩返し」ですが,今 ではすつかり地域に

溶け込んだと感じています。他のケアプラザにも出かけ

て,施 設に根付いて地域で活動するボランテイアを育て

られないか?と 考えています」 (「鶴の恩返し」ボラン

ティア ・重岡昭男さん)
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らえて緑化や路上障害物の抑制,ブ ロック塀の制限を要

望するなど,昔 からある人と人の強い結びつきを生かし

たまちづくりの構想としてまとめ上げられているようで

す。こうした成果が今後,鶴 見区における都市マスター

プランヘも着実に地域の声を反映し,地 域の特性を生か

したまちづくりの実現に向かつて歩いていくのではない

でしょうか。

これからの社会を,ど う暮らしやすくしていくか?地域

の人たちがさまざまな知恵を出し合いながらひとつずつ課

題を解決しようとしています。潮田地区のまちづくりも,

課題への取り組みがこれからどう進んでいくか,日 が離せ

ないと感じた取材でした。 (銅

潮田地域ケアプラザは,こ のような福祉ボランティア

との連携のもとに,よ り地域に根ざしたサービスの一つ

として地域ミニデイサービスを行つています。 「民生委

員が自宅の居間を提供するこのミニデイサービス 「おり

づるの家」は家庭的な雰囲気が大変好評です。それと民

間のマンシヨンの一室を借 りてサテライト型のデイサー

ビスを行つています。こういうサービスができるのも,

潮回の地域性やボランティアの力によるものが大きいと

感じています」 (潮田地域ケアプラザ ・多比羅さん)

■潮日地区のまちづ くり

臨海部あ工場で働 く人の減少などで,既 存の商店街は

かつてのにぎわいを失いました。細い道路は放置自転草,

違法駐車が多く,緊 急時の車両の通行など地域住民にと

って大きな問題になつています。また,木 造住宅密集地

であるがゆえに災害時の心配もあります。こういつた

「まちづくりの課題」を,地 域生活福祉の観点を含め,

バリアフリー化を進めるとともに,地 域の助け合い,支

え合いをさらに進めることで解決していこう,と いう取

り組みが潮田地区のまちづくりの特徴であり,潮 田地域

ケアプラザの多比羅さん,福 祉ボランティアの重岡さん

らも地域に輪を広げながら,積 極的に潮田地区のまちづ

くりの課題と,そ の解決方法を探つています。

たとえば商店街の配達サービスの相談に重岡さんたち

福祉ボランティアが乗ることなどをきつかけとして既存

商店街の活性化を図る試みや,高 齢者の住宅問題,特 に

高齢者にとって建物の維持 ・管理 ・修繕等の大きな負担

を,地 域の支え合いなどによつて緩和していけないか?

などの取り組み (ボランテイアの派遣 ・紹介など)が 挙

げられます。

また,潮 田地区のまちづくりを検討する 「潮田・本町

通まちづくり協議会」では,「 まちの点検会Jを 実施し,

暮らしの目から見たまちづくりの課題をまとめ,下 町的

情緒を多分に残す細い路地などを 「生活路地空間」とと

車しヽすをつかう人をケアプラザに送迎するボランティア

鶴見区では,よ り多くの人が満足できるまちづくりを

進めるための羅針盤として,都 市マスタープランを策定

します。

プランの構成は,「 区の】彰粕像」と 軸鋭肪Jプラン」,
「テ‐マ別プラン」,「 まちづくりの進め方」からなり

ます。身近なまちづくりに関する情報と既存の計画をわ

かりやすく整理し,地域の上手な利用方法を考えながら,

地域の将来像を描いていきます。そして策定したプラン

に基づくまちづくりを円滑に進めるために,区 民 ・企

業 ・行政の役割分担を考え,推進体制や仕組みを検討レ
ます。

また,施 設などハード面に限らず,ソ フト面で対応で

きることも盛り込んでいきます。実現方法は1つに絞る

とは限りませんし,ま ちづくりの方向i性をまとめきれな

いものは選択肢として表し,将来の検討課題として掲↓ザ

ていくことにより,持続的なまちづくりの指針とします。

プラン策定の進め方ですが,「 地域別プラン」は,区

内を地形や世帯数バランスから,6つ の地域に分けて,

地域別の懇談会を順次開催しながら検討します。各懇談

会は,自 治会の地区連合からの推薦と一般公募により,

計 40名程度の参加者により,地域内の地区センターなど

で開催します。並行して 「テーマ別プラン」等について

も,検討会を行う予定です。

また,作 業を一緒に行うコンサルタントとして,都 市

プランナーなどの専門家集団である 「横浜プランナーズ

ネットワーク」と契約し,加 盟するヨンサルタントが各

地域を分担します。これにより,今 まで区の内外で行わ

れてきた都市マスタープラン等の策定方法,成 果,課題

等を考慮したプランづくりを行います。また,策 定作業

を一適性のものではなく,将来にわたるまちづくりへと

つながるようにしていきたいと考えています。こうして,

区民と専門家と行政が一緒に知恵を出し合いながら,都

市マスタープランを検討していく予定です。

(繊 区区妙鞠錠里期
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安政6年(1859)の開港以来,横 浜は,海 外からの文化の

窓日として,ま た,商 業をはじめ官公庁などが多く集ま

り発展してきました。なかでも,関 内駅周辺地区は,港

にも近く,数 多く残る歴史的資産を活かした街づくりな

ど,横 浜の顔として,独 自の文化を育んできたと言えま

す。特に,地 区内には,伊 勢佐木町,馬 車道,中 華街,

元町など,全 国的にも有名な商店街があります。それぞ

れの商店街は,来 街者が歩きやすい歩行者モールの整備

や,街 づくりのルールによる街並みの統一
,ま た中華街

のように独特な雰囲気を醸し出すなど,様 々な工夫をし

て横浜らしい街づくりを進めてきました。

しかしながら,昨 今,商 業を取り巻 く環境が大きく変

化してきています。モータリゼーション化が進み,郊 外

部に大型ショッピングセンターの建設が進んだことなど

から,関 内駅周辺地区では,商 業の売り上げや来街者の

数などが伸び1凶んでいます。また,隣 接する,み なとみ

らい21地 区では開発が進み,多 くの観光客を集めてい

ますが,関 内駅周辺地区へ回遊する人は少ないようです。

そして,経 済の長引く不況の影響を受け,業 務 ビルなど

も空きビルが増え,こ の地区の空洞化も懸念されていま

す。 L

全国的にも,こ のような中心市街地の活性化が大きな

課題となつており,横 浜でも関内地区の泊性化のための

議論が盛んになってきました。特に,1998年 11月 に開

催された,都 市づくりの国際会議 (第2回 ヨコハマ都市

デザインフォーラム)で は,関 内地区の活性化が 1つの

セッションのテーマとなり,国 内外の専門家に地元の人

も加わり熱心な議論がされました。そこでの議論を展開

する形で,地 元の人を中心に 「関内デザインシップ」と

いう組織が立ち上がり,継 続的な議論が進むとともに,

行政との間でも委員会という場を通して盛んな議論がな

されました古

その議論の結果は,中 心市街地活性化基本計画という

形で,ま とめられつつありますざ関内地区の活性化のた

めには,み なとまちの歴史や文化の蓄積を生かしながら

新しい文化を生み出していくことが必要です。 (関内駅

周辺地区は,「 OLD&NEW」 の街づくりがテーマに

なつています。)そ のためには,商 店街をはじめとする

地元の方と行政が,パ ー トナーシップを組んで,街 づく

りを進めていかなければなりません。たとえば,み なと

みらい21線 などの基盤施設は行政が中心になり,泊 性

化のための様々なソフト事業は,地 元が中心になり,し
かも,お 互いに連携しながら進めていくことが重要とな

つています。

これらの動きの中で,今 ,地 元を中心に,ま ちづくり

会社設立の動きが出ています。街の情報発信や,空 き店

舗を活用した商業施設の立地など,関 内らしい新しい文

化を生み出していく事業が展開されることが期待されて

います。

(都市計画局企画調査課 秋 元 康 幸)

鰯

中心市街地泊性化 とは?

中心市街地は,古 くから商業,業 務など様々な都市の

中心的な機能が集まり,人 々の生活や娯楽や交流の場と

なり,ま た,長 い歴史の中で独自の文化や伝統を育むな

ど,そ の街の活力や個性を代表する 「顔」とも言うべき

場所のことです。

しかし,近 年,多 くの都市で,モ ータリゼーションの

進展への対応の遅れ,商 業を取り巻 く環境の変化,中 心

部の人回の減少と高齢化などを背景に,中 心市街地の衰

退 ・空洞化という問題が深刻化しています。

このままでは,多 くの街からその街の 「顔」と呼べるよ

うな場所が消えていってしまいます。そのため,中 心市

街地の環境を整備し,人 が集まりやすくなる仕掛けを作

ることにより,中 心市街地の再生を図ることが強く求め

られています。中心市街地の活性化は,市 町村や地域の

人が中心になつて行う必要がありますが,国 でも平成 10

年 7月 に 「中心市街地泊性化法 (略称)」 を施行し,活

性化に取り組む市町村などを支援しています。

(都市計画局企画調査課)
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■大岡川つて,ど んな川 ?

まずこの川のプロフイールから紹介していきましよう。

全長約 151m,流 域面積は27kポ ,源 流から河回まで横

浜市域にあり,源 流部の緑豊かな円海山丘陵地から新興

住宅地,商 店街を流れ,途 中分流した川は,堀 割川,中

村川,堀 川となり,港 を支えた運河の名残を留めていま

す。そして繁華街を通り,日 本丸メモリアルパークと汽

車道の脇で横浜港に注ぐ河田部は,み なとみらい21地

区などのウオーターフロントとして新しい都市整備が進

められています。

満開の桜とEボート・大岡川デイスカバー号 末 吉橋付近

横浜の 「中部地域」の一部が,こ の下流域にあたりま

す。この地域では,流 域で活動する市民による流域連携

が始まつています。その具体例のひとつとして中区内で

行われている,大 岡川桜まつりを紹介いたします。

■大岡川桜まつ り (毎年 4月 上旬に開催)

地域的な花のまちづくり運動が発端となり,大 岡川と

花と緑の資源活用によつて,自 分たちの地域環境の改善

と一層の交流,親 睦を目的として,平成 5年 ,町 内会,

商店会等に呼びかけを行いj大 岡川桜まつり実行委員会

力精成されました。

当初は手づくりでスタートし,回 を重ねる度に充実し

てきたこのまつりは,川 岸と川面を活用した地域情報の

発信として,流 域で活動中の市民団体やいろいろな人た

ちの協力を得て,Eボ
ート・大岡川デイスカバー号の運

行 「大岡川体感 ・地域交流」,流域の 6つ の小学校対象

「大岡川学校親子課外教室」,「 カヌーと川で遊ぶ教

室」,横 浜ボー トシアターによる船上音楽演奏 「夜桜ぶ

かぶかコンサート」など,川 面を活用した横浜らしさと,

参加各町の独自の取 り組みを併せた新しい文化創造活動

と言われるまでになつています。大岡川桜まつりは,市

民活動の連携によるボランテイアで企画 ・運営 ・実行を

行つています。

できれば現在,中 区側と南区側とで別プログラムとし

て行われているまつりを流域という視点で連携できれば,

よリー層,地 域,流 域の活発な活動につながる可台ヨ性も

あり,桜 まつりのロゴマーク大岡)|レ36～231の意味して

いることが理解できると思います。

(大岡川 Fun Club 鈴木 佳昭)

3月 19日 (日)夜 ,市 民運営施設の現状を考えるフオ

ーラム 「汗と笑いの市民運営施設奮戦談義」が開かれ,

百人を越える関係者がかながわ県民センターに集まりま

した。

コミユニテイ施設の整備は,今 や快適な市民生活を送

るための必須条件になつています。市民の要望もかつて

は施設数の増加を求める声が大多数でしたが,市 民にと

つて使いやすい施設への要望へと最近は変化し,や がて

ごくわずかではありますが,市 民自らが運営や管理にも

かかわる例が見られるようになりました。

とりわけ,平 成8年度から各区役所で始まつた市民と
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行政の 「パートナーシッフ推進モデル事業」 (本吉鹸 11

号参照)で は,市 民に施設運営を任せる区の事業が日立

ちました。町内会 ・自治会など地域コミュニティの代表,

環境保全やまちづくり活動などの担い手,さ らには一般

市民も参加した3年 にわたる事業を通して,市 民と行政

の,ま た市民同士の協力関係が形成されていきました。

しかし施設運営の経験がなかった市民にとって,ま さ

に 「汗と笑い」と涙の試行錯誤の連続でありました。横

浜中音隣靭 でも,平 成 11年 に山手234番 館,エ コライ

フかながわといった市民運営施設がオープンし,工 夫や

知恵を折に角虫れ情報交換していましたが,そ れがヒント

になって今回のフォーラムヘと結びついたのです。施設

運営に参加している人,こ れから携わる人,関 心のある

人が一堂に会し,現 在の課題を整理し,ノ ウハウを共有

し,今 後の活動に役立てたいと考え,実 行委員会を立ち

上げました。幸い都市計画局企画調査課の支援も受ける

ことができました。

当日の進行は,ま ず先輩の長屋門公園歴史困験ゾーン

(瀬谷区),舞 岡公園田園困験区域 (戸塚区),天 王森

泉/AR園「古民家」 (泉区)な ど緑政局関連施設,次 に教

育委員会も関連している都筑民家園 (都筑区)の 例を聞

き,続 いてパー トナーシップ推進モデル事業がきっかけ

になった山手234番 館 (中区,都 市計画局主管),エ
コライフかながわ (神奈川区,環 境事業局主管),今 井

地区センター (保土ヶ谷区,市 民局主管)が ,自 分たち

の事例を発表しました。

公的施設ではどうしてもどこも同じようなイベントや

事業が多くならざるを得ないのに対し,そ れぞれの施設

から紹介された試みは,さ すがに市民の手作りならでは

の感嘆される例ばかりでした。また,館 内使用について

禁止項目の少ないことをモットーとしている施設もあり,

管理が優先する公的施設を見慣れている日からは大変に

新鮮でありました。

後半の話し合いでは,民 間施設や他都市からの参加者

も議論に参加しました。一口に運営と言つても範囲や形

態には差異が見られましたが,行 政ではできにくい柔ら

かな施設運営の事例が次々と紹介されました。その結果,

各施設とも市外からの見学客も増えてきていると言いま

す。また多くの施設は多数のボランテイアによって支え

られており,ボ ランティアが有償か知〔償かについても議

論されました。そうした事業を支える予算は最大の関心

事でフロアからの質問が集中しました。

フォーラムで|お舌発な談義が交わされました

長い活動がベースになつているところでは体系的に後

継者の養成も行つています。また,今 後は市民運営の評

価が必要では,と いう意見も出ました。問題点を絞りこ

んだところで終了時間となつてしまいましたが,今 後も

実行委員会では,(財 )ハ ウジングアンドコミュニティ

財団の支援も得て,調 査研究を続けていくので,こ 意兄

などお寄せいだだきたいと思います。

なお,当 日の資料として各施設の概要を記した 「大柄帳

(1.000円)」 を作成。各施設の資料コーナーも設tサまし/

た。現在,フ ォーラムの記録 (1_500門)も 作成中です。

資料の問い合わせは,

ア リスセ ンター
(川崎 ,TEL(H5-212-S8S下 )ま で。

(よこはま市民運営施設フイーラと、文イi委,1王ヽイせ〔
|11こ「il li!J4)
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西区ボランティア ・フエスタ (3月 18日 開催)

西区内で活動しているさまざまなボランティアグループ

が,そ れぞれの活動を紹介するとともに,地 域との交流の

輪を広げたいと企画しました。主催は 「西区サポーターズ

サークル」で,パ ートナーシップ推進モデル事業から誕生

したもの。会場は西区地域活動ホーム。福祉 ・環境 ・まち

づくり・音楽 ・パソコン・国際協力など 10グループが参加

して,活 動紹介の展示,点 訳の実演,パ ソコンの操作,合

唱,合奏,フ リーマーケットなど日ごろの成果を披露しま

した。 (三代)

あけてびっくり平潟湾まるかじり会議 (3月 20日 )

金沢区の横浜市立大学カメリアホールに,貴 重な自然が

豊富に残る平潟湾周辺の総合的なまちづくりを考えようと,

小学生から中・高 ・大学生,金沢区民,市 民活動団体,研

究者等約 160名が集まりました。

岸由二慶応大学教授の学生時代から関わつてきた平潟湾

についての基調講演,横 濱金澤地域総合研究集団から平潟

湾の生態系と文化,海 と商業との関わりに関する調査,市

民活動団体 ・児童生徒のアサリやハゼ,野 鳥などの調査報

告があり,平 潟湾の魅力が次々と紹介されました。干潟の

研究者からは,「平潟湾はこんなに地域で注目されて幸せ。

水辺の表退は全国的な傾向で,そ の活性化は大きな事例に

なる。」とい う発言もあり,実 際の生活の場から生きた知

恵を学ぶ 「フイールドミュージアム構想」が提案されまし

た。今後は,そ の構想を実現していくために,① 月 1回 の

平潟湾をテーマにしたイベントやフイールドワークを行う

「平潟湾デー」の開催,② 地域住民から平潟湾学芸員をつ

くる,③ 平潟湾から情報発信するために本やホームページ

をつくることが,村 橋横浜市立大学教授から 「平潟湾まる

かじり宣言」として提言されました。

4月 8日 には,早 速,第 1回目の 「平潟湾デー」として

フィールドワークが開催されます。 (福田)

「舞岡公園 田園 ・小谷戸の里管理運営委員会」力潮堕三!

今まで,多 くの市民に親しまれた 「舞岡/AR園を育む会」

(本誌第 10号掲載)は ,平成 11年 4月環境庁長官表彰を

受けるほど,全 国的に夕Jのない先駆的な役割を全うし,3月

28日,標記組織に衣替えとなります。

市民 ・行政双方手探りの故の糸のもつれは,昨 年 4月 か

らの行政担当者の努力の結果,す つきりと解かれましたが,

「育む会」発足時の行政担当者のご苦労までもが蘇つたこ

の1年間でした。               ヽ

新組織では,事 務局は主に市民が担い,舞 岡公園に関わ

る関係者全てが協働できる体制となり,大 いに盛り上がり

が期待できます。

今まで以上に市民参力Bが活発になり,人 と自然が共に育

み合う舞岡公園であり続けますように。

(舞岡公園を育む会 小 林 哲子)

募 集

よこはま市民カレッジ

「ヨコハマ 人 。まち一まちづくり活動体験講座」開講 !

「まちづくり」とは何か?自分にもできることなのか?

市民のまちづくり活動の経過と,活 動を支援する行政の取

組みを振り返るとともに,実 際のまちづくり活動 (選択

制)を 体験し,そ れぞれの地域でのまちづくり活動を調査

することで,こ れからの市民のまちづくりを考えます。

開講日 6/2,9,30,714の 銀 日と6/10～29の 1日 (活

軸 日)

時 間  午 前 10時 30分～12時 (活動体験日は個別)

定 員 50人 翻 4,5 0 0円

(詳細は,よこはま市民カレッジパンフレット参照)

問合せ 横浜市教育委員会申 課
TEL 045-664も 498 FAX 045-681‐ 1414

「ヨコハマ 人・まち」のホームページは,htt pプ/mictty,yokohalnaJp/me/tOkey httomaty

編集 :「ヨコハマ 人 ,まち」綜譲舗

発行 :横浜市都市計画局企画証寄果  〒 231-0017 横 浜市中区港町1-1

TEL  045-671-3512    FAX  045-663-3415

編霜矯己

)の にご協力いただきありがとうございました。

「身近な地域に住み続けるために」をテーマに,市 民の方々のまちづくり活動と,地域でまちづくリセンター的な機

能を果たす溝動地点をご紹介してきました。地域ごとに活動に特色がありましたが,お住まいの地域以タトの活動も,参

考になればと思います。ご意見,ご感想をお聞かせください。

本文中,特記のないものは編集会議の文責によります。

第12号 編集メラバー :赤松 彰利,秋元 康幸,大 手 恭子,黒 柳 市 枝,金成 耕太郎)川崎 あ や,鳴 田 昌 子,
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